
平成２０年度 事業報告 平成２１年度 事業方針（案）

～地域コンテンツによる地域づくり、人づくりを目指す取り組み～

平成2１年３月１９日

四国コンテンツ連携推進会議

第３回 四国コンテンツ連携推進会議



四国コンテンツ連携推進会議 (H19.3.28 設立）
・設立目的
地域に散見される映像をはじめとしたコンテンツに着目し、その利活用、流通促進の仕組
みづくりを検討することにより、地域づくり、ひとづくりを目指す活動を展開中。

・７０団体の産学官による異業種連携組織（H21.3.19現在）
・活動期間：平成１９年４月から３ヶ年
・事務局：四国総合通信局 情報通信振興課

１ 活動経過
○映像コンテストを開催（四国ｺﾝﾃﾝﾂ映像ﾌｪｽﾀ’０８）
ＣＡＴＶの自主チャンネルやワンセグチャンネルを発表会場し、人材登用や地域からの
情報発信、映像作品のマルチユース化を目指す。昨年度に引き続き２度目

○ﾃﾞｼﾞﾀﾙ動画ｺﾝﾃﾝﾂ映像制作研修会
地域住民の方を対象に、地域コンテンツの撮影スキルアップや地域との交流促進を図る
ためのワークショップ等を開催

○地域コンテンツの利活用に関する仕組みとして、広く活用可能なマニュアルを作成
「地域コンテンツ制作活用ガイドブックver.1」「デジタルコンテンツ制作支援パッケージ」など

○成果物や事業実施に関する情報提供
四国総合通信局の配下に専用ホームページを開設し、動画を中心とした情報提供を実施

四国コンテンツ連携推進会議について



http://www.shikoku-bt.go.jp/con-shikoku/index.html



地域コンテンツの生産力を高めるための取組 （人材育成部会）
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ動画ｺﾝﾃﾝﾂ映像制作研修会

受講対象：住民、自治体職員、学生
講 師：四国コンテンツ連携推進会議メンバー（ＮＨＫカメラマン、ＣＡＴＶ事業者、映像制作会社スタッフ、専門学校講師などに依頼）
開催状況： 地域イベント・活動を制作目標として、また映像コンテンツ制作に関心のある自治体や地域を対象として開催

松山市（H20.7～8月）、香川県坂出市(H20.8）、徳島市(H20.11）、松山市(H20.12)
高知県黒潮町(H20.12～21.3予定）、松山市(H21.2予定)

○映像制作を通して・・効果
地域の再発見、気づき
地域活動、地域社会への参加の機会づくり
地域・住民の交流の機会
地域コミュニティの形成の可能性
映像制作のスキル、メディアリテラシーアップなど

○活動継続のために・・
制作目標を設定
（例：コンテストへ出品、利活用先などの検討、メディアとの連携）

受講者から輪を拡げていく
（いずれは受講者が講師へ）

地域イベントやキーパーソンとの連携
（キーパーソンの活動ツールとして利用）



人材育成、コンテンツ制作物の発表機会として （人材育成部会）
四国コンテンツ映像フェスタ’０８

作品応募（全国から６０作品）
住民、学生、自治体など１次審査（CATV、四国総合通信局）

作品発表、情報発信の機会

地域ICT未来フェスタ2008inとくしま

最終選考会、上映会

最優秀賞、優秀賞の決定

作品発表、情報発信の機会
作品の利活用（ﾏﾙﾁﾕｰｽ）

人材育成
コミュニティの形成

CATV自主ﾁｬﾝﾈﾙ、ＷＥＢ、地域ワンセグ等
で配信

地域コンテンツ
素材サーバ

作品制作のための
素材を提供

（作品にセルフチェックシート、

メタデータを添付）

CATV 地域コンテンツサーバ



地域コンテンツの利活用を図るための取組（利活用部会）
地域コンテンツの共用を想定した情報通信メディアへの伝送実験により実施

地域コンテンツ
住民、学生、ＮＰＯ、自治体

地域メディア等が作成
（２５０作品の提供あり）

ブロードバンド
ＪＧＮⅡなどで

伝送 地域コンテンツ（共用）サーバ
(財)ｅ－とくしま推進財団で運用、管理

地域コンテンツ蓄積、閲覧 コンテンツ共用する情報通信メディアへの提供
（地域情報、イベント情報、コンテスト作品、イベントライブなど）

地域ワンセグ・イベント用ワンセグ放送（実験局）
メイン会場（アスティとくしま）、徳島市街地の計２箇所

ＣＡＴＶ事業者
自主チャンネル等で配信可能なCATV事業者

インターネット、インターネットＴＶ、ポッドキャスト

地域ＩＣＴ未来フェスタ２００８inとくしま 開催期間中（11/7～９）を中心に地域コンテンツを共有した情報通信メディアによる伝送実験を実施する。



街頭端末、街頭ビジョン

自治体
HP、庁内端末など

教育機関博物館放送事業者
コンテンツサーバ

地域コンテンツ制作活用ガイドブックver.1の拡充

共通のルール（条件、制限など）
○権利許諾、処理の関係
○分野、テーマについて
○対象者について
○コンテンツの諸元（ファイル種類）
○セルフチェックシートの内容確認
○責任の所在
○その他

個別のルール（条件、制限など）
○時間尺
○コンテンツの諸元（ファイル種類）
○スポンサーの有無
○営利、非営利
○その他

地域コンテンツの利活用に関するガイドライン 制作イメージ

地域で制作したコンテンツ

出力メディア
（コンテンツ利活用先）



地域コンテンツの利活用等に関する構築モデル（イメージ例）と課題取り組みについて

地域コンテンツ提供者
（自治体、個人・学校、企業など）

地域文化、風景、イベント
などの映像、音、写真など

観光情報、宿、イベント、周辺情報の
提供など

８８カ所映像、駐車場、トイレ、
お勧めコース情報など

育児映像、防災訓練、など

地域コンテンツ・サーバ

放送事業者等観光協会

観光ＰＲ等の素材

小中学校
学校教材

凧の作り方、過去の地域映像、
地域の四季映像など

地域の映像素材

商店街

番組等素材

行政機関

ＣＡＴＶ、地域ワンセグ等

公民館

地域活動等

商店街情報、バーチャルモール

地域活動
住民の映像素材等

地域コンテンツの管理機能、
コンテンツを共用できる機能
情報発信機能
人材登用や人材育成の機会として
も活用インターネット等

ブロードバンド網
地域公共ネット,CATVなど

◎ ：構築モデルの導入に向けた諸課題等

朱書き：課題解決のための取組事業及び成果物

適正なコンテンツとして管理する担保
●会員制
●セルフチェックシートの活用

ワンセグ放送

◎地域コンテンツ利活用のための指針など
地域コンテンツ制作活用ガイドブックver.1(19年度）
◎研修制度、提供の仕組みを検討等
地域コンテンツ制作支援パッケージ(19年度）
◎人材育成、人材登用
四国コンテンツ映像フェスタ’07(19年度）
四国コンテンツ映像フェスタ’08(20年度)

◎地域コンテンツ・サーバの構築等
地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業
（松山市との連携検討 19年度～）
◎ポータルの運営、コンテンツの管理方法等の検討
委託実証実験事業（e-とくしま推進財団）(19年度）

◎地域コンテンツ利活用について
実証実験事業（地域コンテンツの共用を想定した情報通信メディアへの伝送実験（２０年度）
◎地域コンテンツ利活用のためルールなど
地域コンテンツの利活用に関するガイドラインを検討（２０年度～）



２ 次年度の活動方針（案）

重点テーマ
四国コンテンツ連携推進会議の活動２ヶ年度の成果となる地域コンテンツを健全に循環させる仕組みである
「地域コンテンツ制作活用ガイドブック(更新版）」の積極的なＰＲと活用を図り、地域コンテンツによる地域づ

くり、人づくりのモデル化を推進する。

(1) 専門部会の取り組み

①人材育成部会
四国コンテンツ映像フェスタ’０８の総括及び次回の開催、継続化の要否と仕組みについての検討。
地域コンテンツ制作支援パッケージを活用した映像コンテンツ制作研修会への開催及び支援。

②ガイドライン部会：地域コンテンツ制作活用ガイドブック(更新版）のＰＲ、普及に努める。

地域コンテンツの利活用先について、個別の調査等を実施する。
③地域部会：専門部会の取り組みについて、各地域ごとに協働体制の確立を目指す。

(2) 関係機関との連携
①地域コンテンツの利活用について、本省関係課への支援策等の要望等を行う。
② 地域で制作したコンテンツについて、自治体、CATV連盟をはじめ連携可能な団体や企業に対し、利活用先となってもらう

ための協力要請と可能な支援等を行う。
③地域コンテンツ利活用のための関連施策について、地方総合通信局、関係機関との連携を図ることにより、地域コンテンツの利活用
について広範で多面的な推進を目指す。

(3) その他
２２年度以降の地域コンテンツに関する取り組み、組織の在り方について検討を行う。


